
お台場にある日本科学未来館へ行くと、インターネット物理モデルという展示がある。インターネットの基盤技術である

IPを理解するための展示として作ったものだが、「“サーバー”はどれですか?」などと展示の意図とは異なる質問され

たりして困ったりする。実はこのあたりに、今のインターネットが抱える課題が見え隠れする。今回は、こうした課題の1つ

についてお話しすることにしたい。
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Letter #13 「僕らに課せられた宿題」

U

インターネットプロトコル（IP）の重要な仕組みの1つとして、経

路制御がある。これは、ヘッダーに格納された宛先IPアドレス

に従って、次に到達するノードを決定して目的地に近づいていく

というもので、日本科学未来館の展示はこの仕組みを理解する

ためのものとなっている。非常にシンプルでわかりやすく、イン

ターネットが広く普及した理由の1つでもある。この仕組みは新

しいIPバージョン6（IPv6）へも引き継がれており、その完成度

の高さを示している。

ところが一方で、インターネットで利用されている仕組みの中

には、疑問を感じるものも存在する。例えば、ウェルノウン（Well

Known）ポートの仕組みには疑問を感じる点もある。これは、通

信の相手を探し出す仕組みであるが、特定のポート番号がサー

ビスに対して割り当てられており、そのポート番号を指定して通

信を開始すると、決められたサービスが受けられるというもの

だ。

例えば、TCPの80番ポートはHTTP、つまりウェブサーバー

に割り当てられており、どのノードでもTCPの80番ポートにア

クセスするとウェブサービスを受けられるということを意味して

いる。これも簡単でいいのであるが、すべてのノードに対して

割り当てられたポート番号の一貫性を維持することは非常に難

しいものであると同時に、偽のサービスを起動されてしまう可

能性があるという問題も生じている。

通常、TCPの25番はSMTP、つまりメールの配送サービスと

決められているが、このルールをむやみに信頼していると、偽

のSMTPサービスにメールを盗み見られてしまうかもしれない

のだ。

現在のインターネットを構成しているサーバー・クライアントモ

デルの根幹にかかわる仕組みでもあるが、IPの洗練さに比べる

と強引な印象がある。通信を行う2つのプログラム（エンティ

ティーという）が相互にお互いを認知する仕組みとしてこれを

「ランデブー」と呼ぶが、このランデブーの仕組みを考え直すこ

とは、IPがバージョン4からバージョン6へと変わる今、我々技

術者に課せられた「宿題」の1つであるということができるだろ

う。こうした新しいランデブーの仕組みの候補の1つとして考え

られているのがピアツーピアモデルである。

世界中のすべてのノードを接続したIPによるネットワークの

上にサービスごとの仮想的なネットワークを構成するという意味

から「オーバーレイネットワーク」と呼ばれることもある。サー

バーやクライアントといったノードの区別無く、情報の流れに

従ってサービスを構成できるという意味において、より自然な

サービスの構成方法ではないかと考えている。

ピアツーピアというと、不正なファイル交換をするソフトウェア

という悪い印象がつきまとってしまっているが、その仕組みには

広い可能性が秘められているのだ。事実上無限ともいえるIPア

ドレスを持つIPバージョン6の世界では、IPアドレスにサービス

を割り当ててピアツーピア型のネットワークを組み上げていく新

しいサービスの構成方法が検討されている。現在のインター

ネットの仕組みができあがって約25年になるが、そろそろ我々

は「宿題」の1つの答えを導き出せそうである。
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